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高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
令
和
２
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

に
な
る
人
で
、
今
ま
で
接
種
し
て
い
な
い

人
に
接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
有
効

期
限
は
３
月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。

　
予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
、
有
効
期

限
内
に
接
種
券
を
使
用
す
る
と
、
自
己
負

担
額
４
，７
０
０
円
で
接
種
で
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
へ
入
所
す
る
人

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成
し
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
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１

　
高
齢
者
福
祉
施
設
に
新
た
に
入
所
す
る

人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
高
齢
福
祉
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に

よ
る
利
用
制
限
な
ど
の
影
響
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る

・
65
歳
以
上
か
基
礎
疾
患
が
あ
る

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
疑
い

が
な
い
（
風
邪
症
状
な
ど
が
な
い
）

・
高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
に
新
た
に
入
所

し
、
検
査
を
希
望
す
る

検
査
費
用
自
己
負
担
額　
２
，０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
自
己
負
担
額

を
免
除

助
成
回
数　
一
人
１
回
限
り

検
査
日　
市
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
火

曜
日
の
午
後
に
実
施

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
受
付
期
間　
３
月
19
日
㈮
ま
で

食
育
の
風
　
大
豆
は
か
つ
て
の
万
能

薬
、
現
代
に
も
…

【
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合
せ
】
保
健
課
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大
豆
は
健
康
維
持
に
役
立
つ
栄
養
素
が

豊
富
で
、
古
く
か
ら
食
べ
る
万
能
薬
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
乾
燥
大
豆
の

ほ
か
、
う
ち
豆
や
き
な
粉
な
ど
手
軽
に
利

用
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
日

の
食
事
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

大
豆
の
役
立
つ
「
ま
め
知
識
」

筋
力
や
体
作
り

　
大
豆
の
た
ん
ぱ
く
質
量
は
肉
と
ほ
ぼ
同

量
で
、
吸
収
率
も
高
く
良
質
な
た
め
、
筋

肉
や
体
作
り
に
効
率
の
良
い
食
品
と
い
え

ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
リ
ノ
ー

ル
酸
や
レ
シ
チ
ン
を
含
み
、
食
物
繊
維
が

豊
富
な
た
め
動
脈
硬
化
や
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役

立
ち
ま
す
。

女
性
の
健
康
に

　
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
似
た
作
用
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
も
豊
富
で
、
更

年
期
障
害
や
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

簡
単
常
備
菜
「
カ
ル
シ
ウ
ム
３
兄
弟
」

材
料

　
い
り
大
豆
60
ｇ
、
小
さ
め
の
小こ
う
な
ご

女
子
か

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
45
ｇ
、
ご
ま
大
さ
じ

１
、
砂
糖
大
さ
じ
１
．５
、
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
１

作
り
方

①
小
女
子
は
ぬ
る
ま
湯
に
５
分
ほ
ど
浸
し

塩
を
抜
き
、
ざ
る
に
上
げ
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
で
①
を
炒
り
、
水
分

を
と
ば
す
。

③
い
り
大
豆
と
ご
ま
を
加
え
て
香
ば
し
い

に
お
い
が
し
た
ら
火
を
と
め
、
砂
糖
と

し
ょ
う
ゆ
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

※
レ
シ
ピ
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
食
育

の
風
」
で
検
索
）
で
も
確
認
で
き
ま
す

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
を
ご
存
知
で

す
か

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
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平
成
24
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
が
い
者

虐
待
防
止
法
）」
は
、
障
が
い
者
だ
け
で

な
く
、
養
護
者
も
支
援
す
る
法
律
で
す
。

　
障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が
い
者
の
家

族
や
親
族
、
施
設
の
職
員
、
雇
用
主
な
ど

が
行
う
次
の
行
為
で
す
。

身
体
的
虐
待　
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
身

体
を
傷
つ
け
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
。

身
体
を
縛
り
つ
け
た
り
、
過
剰
な
投
薬

に
よ
っ
て
体
の
動
き
を
抑
制
す
る
行
為
。

性
的
虐
待　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

心
理
的
虐
待　
脅
し
、
侮
辱
な
ど
の
言
葉

や
態
度
、無
視
、嫌
が
ら
せ
な
ど
に
よ
っ

て
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

放
棄
・
放
任　
食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗

濯
な
ど
身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や
教
育

を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
。

経
済
的
虐
待　
本
人
の
同
意
な
し
に
（
あ

る
い
は
だ
ま
す
な
ど
し
て
）
財
産
や
年

金
、
賃
金
を
使
う
な
ど
、
本
人
が
希
望

す
る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す

る
こ
と
。

　
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳

を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

障
が
い
者
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

迅
速
な
対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど
は
、
当

直
員
（
☎
７
７
３
‐
６
６
６
０
）
が
受

理
し
、
速
や
か
に
福
祉
課
に
連
絡
・
報

告
し
ま
す


